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第1618回例会
令和２年２月６日（12：30～13：30）

○ソング

　◦国歌（君が代）

　◦奉仕の理想

○スマイルBOX

　◦中目公英会長（㈱朝日ラバー代表取締役社長渡邉陽一郎様、白河西ロータリークラブへようこそいらっしゃ
いました。卓話をありがとうございます。立春となりましたが、だるま市まではまだ寒いので、皆様、お体に
は充分に気をつけて下さい。）

　◦永野文雄会員（ゲストの朝日ラバー渡邉陽一郎社長様、ようこそ。卓話ありがとうございます。）
　◦佐藤清作会員（今月は誕生の月です。お祝いありがとうございます。）
　◦山口治会員（さきほど、結婚記念日の人で名前を呼ばれて、明日結婚記念日であることを思い出しました。

ありがとうございます。）
　◦渡部則也会員（誕生日のお祝を頂き、ありがとう

ございます。今年はインフルエンザが少なくてよい
のですが、新型コロナウイルス感染症が今後広がら
ないことを祈っております。）

　◦齋藤孝弘会員（お祝いありがとうございます。渡
邉社長講話ありがとうございました。近々にご一献
おさそいお待ちしています。）
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本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長

　2月初めの何かと忙しい中、皆さ

ん方には今日も例会に出席をしてい

ただきまして誠にありがとうござい

ます。まず初めに、本日のお客様を

ご紹介をさせていただきます。「株式会社朝日ラ

バー」代表取締役社長の渡邉陽一郎様です。渡邉社

長様にはプログラムの中で卓話でお話をいただくこ

とになっております。どうぞひとつよろしくお願い

をいたします。今日の渡邉社長様からのお話は、職

業奉仕委員会の担当委員会、ロータリーでいうと実

は1月の月間テーマのロータリーのテーマだったの

ですが、少しずれまして2月に入ってとなりました。

そのようなことでいろいろと見ておりましたところ、

皆様方にお伝えしたほうがいいんじゃないかと思い

まして、今日皆様方のテーブルにこのような「ロー

タリーの樹」というペーパーをお渡しをしておりま

す。ロータリーの諸活動、いろいろな活動というも

のを一つの木に例えたものであります。確認のため

にこの「ロータリーの樹」の説明をさせていただき

まして、会長の時間に代えさせていただきます。木

のもともとの栄養になる部分はロータリーの奉仕の

理想を、今日先程歌を歌いましたが、その下にある

のはロータリーの2つのモットー、標語になります。

「超我の奉仕」と、「最もよく奉仕する者、最も多

く報いられる」この「最も多く奉仕する者、最も多

く報いられる」が、職業奉仕上の栄養源になってい

るというふうなことであります。その上に五大奉仕

部門の一つのクラブ奉仕。クラブ内の会員共々親睦

をし、会員相互の助け合い扶助活動をいたしましょ

うということです。その上に「ロータリーの綱領」

と「4つのテスト」があります。この資料は変革す

る現在のロータリーにおきましてちょっと前の資料

なものですから、「ロータリーの綱領」という単語

を使っていますが、現在「ロータリーの綱領」とい

うのはありませんで、「ロータリーの目的」となっ

ております。その点でちょっと最新情報でありませ

んが、そのクラブ奉仕の上にその全体を導く一つの

指針として「ロータリーの目的」があり、「4つの

テスト」があるというわけであります。ロータリー

は「I serve.」ということで代表されるように、自分

たちの職業を通じて世の中に対してサービス、奉仕

をするというふうな根本的な目標になっていますか

ら、クラブ奉仕の上に根から生えた太い幹として職

業奉仕があるというわけであります。「I serve.」と

しての職業奉仕ばかりでなく、現在のロータリーは

クラブとしてもこの職業奉仕を通じて世の中のため

にいろいろな奉仕をしましょうという活動をしてお

ります。そのために五大奉仕部門の、国際奉仕、青

少年奉仕、社会奉仕があり、さらにはロータリー財

団。ここに日本ロータリーの場合は米山奨学も入っ

てきますが、このような形で枝が伸び葉が茂るとい

うのがロータリーの諸活動の位置づけになっている

というわけであります。本日の渡邉社長さんからの

お話は、その根幹となす職業奉仕に関するお話であ

りますから、皆さん一緒に話を伺いたいと思います。

以上、簡単ではありますが「ロータリーの樹」につ

いての説明をさせていただいて、会長の時間に代え

させていただきます。ひとつ今日の例会、よろしく

お願いいたします。

■幹事報告� 兼子聡幹事

◦一般社団法人ロータリーの友事務所：ロータリー

手帳お買い上げのお願い

◦ガバナー　芳賀裕：RLIパート1終了証の送付につ

いて、2020東京オリンピック聖火ランナー情報に

ついて

◦白河RC：週報

◦県南分区ガバナー事務所：IM開催にあたって

◦新橋演舞場：公演のご案内
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■ＲＬＩパート１の終了賞

　吉野敬之会員、堀田一彦会員

■委員会報告

◦雑誌広報委員会� 前原俊治委員

　雑誌広報委員の前原でございま

す。2月の「ロータリーの友」のご

紹介をしたいと思います。前回、私

ロータリーの友の紹介した時に、会

長のほうから時間が長いという指摘がありましたの

で、今日は簡潔に終わりたいというふうに思ってお

ります。まず、横ページの7ページを開いていただ

ければと思います。そちらのほうに特集として「よ

うこそ、島へ」という記事が載っております。日本

にはいくつかの島のロータリークラブがあるという

ことで、そのうちの6つのクラブが紹介されており

ます。そのクラブの活動内容とか、島の魅力とかが

いっぱい載っております。機会があったらこういう

島のロータリークラブのほうにメーキャップするの

もいいのかなというふうに思っております。続きま

して、縦ページの9ページを開いていただければと

思います。「この人訪ねて」という記事が載ってお

ります。今月は、大宮シティロータリークラブの那

須さんという方が紹介されております。那須さんと

いう方は、「トーテックス」という会社を経営して

いるそうです。こちらのほうでは気象観測用のゴム

気球を作っているということでございます。今、世

界各国に気象衛星が飛んでおります。それで天気予

報というのは気象衛星のデータを基調にして予報が

出されているのかなと私も思ってたのですが、実際

はそういうことではなくて気象衛星の観測というの

は自主的なものであって気球によるデータが気象

のメインになっているということで書いてありま

す、そして、この気球を作っている会社が世界で5

社しかないということでございます。そして、その

「トーテックス」さんという所が世界のシェアの50

パーセントを占めているということでございます。

世界にはいろいろな会社がありまして、こういうあ

まり名前が知られていない会社でも、非常にユニー

クな特殊な技能がある会社も我々が知らないだけで

いろんな会社があるもんだなということで、非常に

面白い記事なので、そちらのほうも読んでいただけ

ればと思います。そういうことで、今日の私の紹介

は簡潔に終わらせていただきます。どうもありがと

うございました。

◦親睦委員会� 須藤正樹委員長

・結婚記念日

　山口治会員、鈴木典雄会員

・誕生日

　佐藤清作会員、渡部則也会員

　齋藤孝弘会員、青木大会員

■本日のプログラム

職業奉仕担当例会

◦職業奉仕委員会� 小林義勝副委員長

　皆さん、こんにちは。職業奉仕委

員会、副委員長の小林です。本来な

らば、先月職業奉仕担当月間だった

んですが、諸般の事情で今月になり

ましたことをお詫びいたします。本日、お越しの方

を皆さんにご紹介をさせていただきたいと思います。

「株式会社朝日ラバー」代表取締役社長、渡邉陽一
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郎様でございます。渡邉社長にはこれから20分くら

い卓話のほうをいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

◦株式会社朝日ラバー

� 代表取締役社長　渡邉陽一郎様

　改めまして、「朝日ラバー」の渡

邉です。本日はよろしくお願いしま

す。ここにこういう形でお話をさせ

ていただくきっかけは、藤田さんか

ら是非ロータリークラブでということでお話いただ

きましてこの場となりました。本来、1月でいただ

いていたんですが、ちょっと私の都合で2月になっ

ていますので、私の都合で2月に遅れたことだけ付

け加えさせていただきたいなと思います。あと先程

の「トーテック」さんのお話なんですが、たまたま

そこの那須社長さん、埼玉で会社をされてまして私

たまにお会いするんですが、とても実は面白い方で

して気球を地上で作るんですけど、大体膨らませる

のに1メーター半くらいの大きさの気球があるんだ

そうです。それを大体2万メートルから3万メートル

くらいでパンと割れるように圧力を工夫して上げる

んですが、そこに行くとどうしても気圧が低くなっ

て、気球の大きさが大体7メートルくらいまで膨張

するのですが、それでもまだ膨らんでも割れない

ようにという設定をしながらこう打ち上げていく

んだそうです。日本国内で一日2回上げるんですけ

ど、一日で50個を使うんですね。ずいぶん使うんで

すね。それを世界中で5社でまかなっているそうで

すが、だいぶせめぎあいらしいんですけど、やっぱ

り日本の技術は昔から支えてる技術で非常に安心感

がるということで、だいぶ世界も好評いただいてる

というふうにお話をお伺いしていたことがありま

す。すみません、こんな話ばっかりしていると時間

が皆さんのお約束の時間をなくしてしまいますの

で、さっそく今日のお話に入りたいと思います。地

域貢献という演題でテーマいただきまして、昨年の

9月にたまたま郡山で「第一生命」さんで105周年記

念がありまして、ちょっと20分と言われて話してき

たものでしたから、その時は地域貢献だったのでそ

れをちょっともじってお話しさせていただいていま

す。その時は私も初めての経験だったんですけど、

目の前にセールスレディが400人いたんです。さす

がに私こんなにもててどうするんだろうというくら

い、ちょっと一人一人の目が非常に今でも恥ずかし

く思い出せるくらいドキッとする目でした。今日は

非常にまた違った意味でドキッとしながらやらせて

いただきたいと思います。「朝日ラバー」なんです

が、本社埼玉県のさいたま市大宮に今あるんですが、

もともと設立していった創業者の伊藤厳さんは本宮

の蛇の鼻遊楽園という場所があるかと思うんですが

そこの長男坊になります。家を継がなくて出て行っ

ちゃったんですね。出て行った先で丁稚奉公したの

がゴム屋ということで、その中で一緒に自分で会社

を興そうとして三人衆というらしいですけど、その

中の一人で埼玉の川口という所に鋳物の街に工場を

作ったというのが最初の会社を作ったきっかけにな

ります。その後、いろいろ事業をありがたく繋いで

いくことができまして、故郷に錦をではありません

けど福島県に工場を持ってきたいということで、本

社を大宮に、工場ができれば多分自分の地元で本宮

とか二本松とかあっちのほうが良かったんじゃない

かと思うんですが、あの当時約30数年前なんですが、

土地を探していたところ今は亡くなってますけども

泉崎の海上博之村長さんが工業誘致をやってる時代

で、そこにということで作ったのが泉崎の福島工場

ができた経緯になります。そうやってやってくうち

に当然福島出身という会社なので全部工場は日本は
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ここだけということでやらせていただいております。

白河地区で4つの工場を県南地区に進出させていた

だいています。前後してしまうんですがゴムという

のは昔から３Ｋと言われる業界です。どうしても汚

しきたない・きつい・きびしい。それで人を大事に

しなさいと。その人を大事にする中で技術を磨いて

いきなさいということを社訓に書いてあります。社

訓して弾性無限の挑戦。この地域には住友ゴムさん

という有名なタイヤメーカーがいらっしゃいますけ

ども巨大なメーカーさんですが、実はゴム材料日本

の中で再利用して使用しておる割合の8割がタイヤ

です。そこにベルトだとか大物のゴム製品を足して

いきますと約9割が使われます。残り1割の材料を利

用して我々みたいなゴムメーカーさんが点在してい

るというのがゴム業界になります。これは売り上

げ比率なんですが、左側の51.3パーセントがタイヤ、

その他がタイヤ以外になるんですけど、我々が存在

している理由はその他の製品という、その他のその

他というような分類になるんですが、そこの割合が

41.6パーセントくらいです。大きい会社から中小の

お客様までいろいろな方がいろいろな所で裏方とし

て支えあっているというのがゴム屋さんの位置づけ

です。ですので、我々ずっと言われているのはゴム

の使い道を広げなさいと。もっともっとゴムの可能

性を世の中に見つけていきなさいということで、弾

性無限への挑戦という言葉が自分たちの中では非常

に大事な言葉として、今でもスローガンに使ってる

ようになります。そうすることによってゴムの利用

がどんどんと広がってくと。広がっていくとそれを

種にして、またいろいろな業種の方と一緒になって

仕事ができるようになる。その輪の広がりを作りな

さいというのが社訓に込められている言葉だという

ふうに私も理解しています。そんなゴムメーカーさ

んがどんな工程でゴムを作っているのかというのを、

先程ちょっと３Ｋみたいな話しましたが、簡単に写

真撮ってきましたので説明させていただきます。ゴ

ムの製造工程はまず原材料に味付けをする所から始

まります。今、青い材料を写真で練っているんです

が、ここでいろいろな材料をブレンドしていきます。

ここの2本のロールの間に材料を通すことによって

均一にその材料が混ざるようにっていうことを行っ

ていきます。ちなみに、練るという言葉は食品の業

界でいきますと、うどんは練るんですが蕎麦は打つ

です。実はうどんを練ると美味しいうどんを作れる

んです。何回か食べたことあります。蕎麦はぼそぼ

そ落ちてしまって残念ながら練れません。蕎麦は打

つなんですね。そのように言葉というのは、いろん

な業界違えど実は同じです。そのものを金型に材料

を仕込みますので、その金型の必要な大きさや厚さ

に合わせて材料を加工します。で、金型に材料を仕

込むと。ここでプレスをしながら最終的に伸び縮み

しても安心してお使いになれる製品を作るというの

を行っていきます。これらの工程を並べていきます

と食品という話をさせていただきましたが、例えば、

たい焼きだとか、たこ焼きだとか、ああゆうものと

基本的にやっていることは一緒です。原材料はゴム

製品になる伸び縮みしても使える原材料を使ってい

るだけで、たこ焼きの材料だろうがたい焼きの材料

だろうが基本やってる工程は、実はこの工程でいく

と同じになります。最終的にそのものがお客様から

要望にかなっているのかということをしっかり検査

しながらお届けするということでやってるのが我々

の業界の仕事工程になります。それをいろんな材料

を用意していろいろな業界に展開していくと、例え

ばラケットとか、もしくは医療用の点滴用のバック

に使われるような、もしくは注射器の先に使ってい

るようなものだったりというように変わってきます。

冒頭で話をさせていただいたタイヤ屋さんも基本あ

あゆう工程をタイヤのスケールにしただけでやって

ることは同じです。これはゴム業界の加工工程とい

うことになります。繰り返すようになるんですが、

我々はタイヤ屋さんやベルト屋さんのようにそうい

う大きな軸を支えているところを回りからサポート

するゴム会社になります。そんな「朝日ラバー」で

す。ここ工場4棟で280人くらいこの地域からお預か

りさせていただいております。7割くらいの方はこ

の地域の方になります。是非ともこれからもしっか

り続けられるように会社一丸となって頑張ってまい
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りますので、是非ともよろしくお願いいたします。

つたない話ばかりで申し訳なかったんですが、今後

ともよろしくお願いします。以上でございます。あ

りがとうございました。

◦質問コーナー

Ｑ.朝日ラバーの製品はラケットくらいしか思いつか

ないんですが、どういうものがありますか。

Ａ.すいません。今日は製品説明は止めようと思って

来てたんですけど、会社の宣伝になって申し訳ない

んですが、我々の製品は自動車の照明のバックライ

トです。自動車産業が70年代よりデザインを求めて

スーパーカーみたいにかっこいい車が欲しいと、室

内空間になりますメーターとかオーディオとか、あ

そこをいろいろライト付けていただくと緑とか赤と

か白とか光が光るんですが、あそこのバックライト

を我々担当してます。これです。この緑のLEDの

ゴム。医療用のでして何がどこで使われているかど

こで貢献しているかと申しますと、病院に行きます

と点滴をされている方いらっしゃるかと思いますが、

そこのパックの先にゴム付いてまして、そこに針

を刺して管を通して手に点滴、輸液が入ってくると。

その入口のゴムをやってます。注射器の先に付いて

いるゴム。あそこのゴムもやらせていただいてます。

業界の中であんなのはちっちゃいほうなんですけど、

そんなところでやらさせていただいているのが我々

の朝日ラバーになります。ありがとうございます。

2019-2020年度
国際ロータリー第2530地区県南分区

インターシティーミーティング

◦新人セミナー・ＩＭ参加者
　中目公英　大住由香里　鶴丸彰紀　大竹憂子
　上杉謙太郎
◦ＩＭ参加者
　関谷亮一　前原俊治　吉野敬之　鈴木孝幸　堀田一彦
　兼子聡　渡部勝也　永野文雄　阿部克弘　齋藤孝弘　
　山口治

２月９日（日）　母畑温泉八幡屋


